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おめでとうございます

平成２３年度人権作品最優秀賞

　市では毎年、人権週間にちなんだ作品を
子どもたちから募集しています。その中か
ら最優秀賞に選ばれた作品を紹介します。
３月号では、中学生の作文を紹介します。

柞田小学校６年　豊浦　早織さん

柞田小学校６年
皆本　達哉さん

大野原中学校２年
合田　祐里さん

柞田小学校４年
大西　桃生さん

大野原中学校３年
平野　莉帆さん

最優秀人権作文 小学生の部

みんなちがってみんないい

　私
の
お
兄
ち
ゃ
ん
は

障
が
い
者
で
す
。
ダ
ウ

ン
症
と
い
う
病
気
を
も

っ
て
い
ま
す
。
今
、

　お

兄
ち
ゃ
ん
は
、
思
春
期
と
障
が

い
が
重
な
っ
て
よ
く
さ
け
ん
だ

り
、
お
こ
っ
た
り
し
ま
す
。

　こ
の
前
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
欲

し
い
と
言
っ
て
い
た
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
買
い
に

行
っ
た
時
、
ち
ょ
う
ど
売
り
切

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
「
ど

ー
し
て
ー
」
「
我
慢
で
き
ん
の

じ
ゃ
」
と
お
店
で
大
声
を
出
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
他
の
人
か

ら
目
で
に
ら
ま
れ
た
り
、
親
子

連
れ
の
人
が
に
げ
て
い
っ
た
り

し
て
、
と
て
も
い
や
で
し
た
。

　私
は
他
の
人
に
「
自
分
の
家

族
が
こ
う
だ
っ
た
ら
ど
う
思
う
」

と
聞
い
て
み
た
い
で
す
。
お
兄

ち
ゃ
ん
に
は
正
直
、
お
父
さ
ん

も
お
母
さ
ん
も
困
っ
て
い
ま
す
。

私
も
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
が
一
つ
で
も
気
に

く
わ
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
お

兄
ち
ゃ
ん
に
合
わ
せ
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
「
い
な
い

方
が
い
い
」
と
は
一
回
も
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か

に
、
他
の
人
か
ら
す
れ
ば
「
か

わ
い
そ
う
に
」
と
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
家
族
に
と
っ

て
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
な
の
で
す
。

　昔
は
、
そ
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
レ

ス
ト
ラ
ン
と
か
で
、
妹
と
私
が

少
し
さ
わ
い
で
い
る
と
、
指
を

口
に
あ
て
て
「
シ
ー
ッ
」
と
注

意
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
今

の
状
況
が
、
い
つ
か
は
治
っ
て
、

ま
た
元
の
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま

す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
た
し
算

も
ひ
き
算
も
あ
ま
り
で
き
ま
せ

ん
。
で
き
な
い
事
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
で
も
私
に
と
っ
て
、

お
兄
ち
ゃ
ん
は
や
っ
ぱ
り
お
兄

ち
ゃ
ん
で
す
。

　「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な

い
い
」
人
は
ち
が
う
か
ら
こ
そ

い
い
の
に
、
自
分
と
の
差
が
大

き
い
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
人

が
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
人

に
は
、
人
を
差
別
す
る
権
利
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
手
助
け
を
必

要
と
す
る
時
に
は
、
手
助
け
を

し
て
、
だ
れ
も
が
平
等
な
権
利

を
主
張
で
き
る
生
活
が
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
原
文
ど
お
り
）

最 優 秀 人 権 ポ ス タ ー最 優 秀 人 権 書 写
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　市
教
育
委
員
会
で
は
、
香
川

県
指
定
史
跡
「
椀
貸
塚
、
角
塚

及
び
平
塚
」
古
墳
の
今
後
の
保

存
と
活
用
を
図
る
た
め
、
範
囲

確
認
調
査
等
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　平
成
２３
年
度
の
調
査
で
は
、

墳
丘
の
周
囲
に
古
墳
時
代
後
期

で
は
類
例
が
少
な
い
二
重
周
濠

の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
は
椀
貸
塚
古
墳
は
直

径
３７
・
２
ｍ
の
円
墳
と
考
え
て

い
た
も
の
が
、
古
墳
の
全
体
の

範
囲
が
横
穴
式
石
室
の
玄
室
を

中
心
に
直
径
約
７０
ｍ
で
あ
る
と

推
定
さ
れ
、
墓
域
面
積
は
、
こ

れ
ま
で
の
約
３
・
５
倍
の
約
３
、

８
５
０
㎡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　椀
貸
塚
古
墳
の
特
色
は
、
畿

内
中
枢
部
の
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
も
の
に
準
ず
る
規
模
の
巨

大
な
玄
室
空
間
を
持
つ
横
穴
式

石
室
（
複
室
構
造
・
石
室
全
長

１４
・
７
ｍ
は
四
国
最
大
）
が
、

大
き
な
墳
丘
に
内
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
加
え
、

今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
二
重
周
濠
と
周
堤
帯
は
、
被

葬
者
の
社
会
的
地
位
や
身
分
の

高
さ
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の

巨
大
な
石
室
と
広
大
な
墓
域
は
、

椀
貸
塚
古
墳
被
葬
者
の
強
大
な

勢
力
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
貴
重
な
発
見
に
な
り
ま

し
た
。

　平
成
２３
年
１０
月
か
ら
の
子
ど

も
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
受
給
し
て
い
た
人
も

含
め
て
、
全
員
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

人
は
、
至
急
、
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　必
要
書
類
等
を
持
参
し
て
、

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
２３

年
１０
月
１
日
時
点
で
受
給
資

格
が
あ
る
人
は
、
平
成
２４
年

３
月
末
ま
で
に
申
請
を
す
れ

ば
、
平
成
２３
年
１０
月
分
か
ら

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合
や

本
市
に
転
入
し
て
き
た
場
合

は
、
出
生
日
・
転
出
予
定
日

か
ら
１５
日
以
内
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
１５
日
を
過
ぎ

る
と
、
手
当
を
受
給
で
き
な

い
月
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○

子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書

（
子
育
て
支
援
課
や
各
支
所
に

あ
り
ま
す
）

○

印
鑑

○

請
求
者
本
人
名
義
の
普
通
預

金
通
帳
の
コ
ピ
ー

○

請
求
者
本
人
の
健
康
保
険
証

の
コ
ピ
ー

世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

ほ
か
に
も
書
類
な
ど
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
月
額

〇

３
歳
未
満
＝

　
　１
５
、
０
０
０
円
（
一
律
）

〇

３
歳
～
小
学
生
（
第
１
子
・

第
２
子
）
＝
１
０
、
０
０
０
円

〇

３
歳
～
小
学
生
（
第
３
子
以

降
）
＝
１
５
、
０
０
０
円

〇

中
学
生
＝

　
　１
０
、
０
０
０
円
（
一
律
）

支
給
月

〇

平
成
２４
年
２
月
（
平
成
２３
年

１０
月
分
～
平
成
２４
年
１
月
分
）

〇

平
成
２４
年
６
月
（
平
成
２４
年

２
月
～
３
月
分
）

中
学
校
卒
業
前
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
人
へ

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
済
み
ま
し
た
か
？

「
二
重
周

し
ゅ
う

濠ご
う

」
と
「
周

し
ゅ
う

堤て
い

帯た
い

」
の
発
見

申
請
方
法

申
請
に
必
要
な
も
の

椀わ
ん

貸か
し

塚づ
か

古
墳

平
成
２３
年
１０
月
分
～

　
平
成
２４
年
３
月
分
の

　
　
　
　
子
ど
も
手
当

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　☎
２３

−

３
９
６
２

生
涯
学
習
課

　☎
２３

−

３
９
４
３

椀貸塚古墳地形測量図・トレンチ配置図
（灰色部分が周濠の推定範囲）

椀貸塚古墳　復元イメージ図

発掘調査現地説明会
（平成２３年１１月５日）
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市民税・県民税、国民健康保険税等の申告

平成２４年度の市民税・県民税の主な改正点

　税制改正などにより申告件

数が増加しています。そのた

め会場が混雑し、待ち時間が

長くなっています。

　スムーズな受け付けをする

ために、皆さんの協力をお願

いします。

〇事業所得（農業や営業など）

や不動産所得など、収支計

算（売り上げから必要経費

を差し引き、所得を算出）

が必要な人は、必ず事前に

収支内訳書を完成させてか

ら来場してください。

〇医療費控除の適用を受ける

人は事前に控除適用額を計

算して、来場してください。

〇収支計算や医療費控除など

の計算が難しい人は、事前

に税務署や市税務課、税理

士に相談してください。

注意

　申告の詳しい内容は「広報

かんおんじ１月号」で確認し

てください。

○年少扶養親族（１５歳まで）に対する

　扶養控除（所得税は３８万円、市民税

　・県民税は３３万円）が廃止されます。

○１６歳から１８歳までの特定扶養親族に

対する扶養控除の上乗せ部分（所得

税は２５万円、市民税・県民税は１２万

円）が廃止されます。

　寄附金税額控除の適用下限額が５，０００円から２，０００円に引

き下げられました。寄附した金額が２，０００円以上であれば、

市民税・県民税の所得割の納税義務者は控除の適用を受けら

れる場合があります。

注意

・平成２３年中に支出した寄附金が対象になります。

・寄附金税額控除適用を受ける場合は、所得税または住民税

の申告が必要です。

税務課市民税係　☎２３－３９２２
観 音 寺 税 務 署　☎２５－２１９１

扶養控除の見直し 寄附金税額控除の適用下限額の引き下げ

平成２４年（平成２３年分）納税相談日程表

受 付 日 受 付 会 場
申 告 受 付 地 区

午前９時～正午 午後１時～午後４時

２月１４日（火）市民会館中ホ－ル 観音寺地区で年金以外に所得がない人

１５日（水）

豊浜
中央公民館
２階講堂 

（旧文化会館）

大野原・豊浜地区で年金以外に所得がない人

１６日（木） 本町、中之町 上田井、東町、港町、南

１７日（金） 東浜、須賀　 北原、五軒屋、岡、直場、道溝、林

２０日（月）
長谷、雲岡、野々池、大坪、
院内、梶谷、本村、大平木、
道溝東、苗手

関谷、堀切、西原、箕浦

２１日（火）

大野原
中央公民館
３階講義室

海老済、有木、田野々 内野々、井関

２２日（水）
高尾、大造、大福、大道、
上中、下中

中村、早本、道上、笠松、寺家

２３日（木） 高松、上杉林、下杉林、辻
西の後、八兵、大鞘、
大鞘西団地、宮之下、下木屋

２４日（金）
残水、植松、岡之塔、下林、
ひうち、雇用促進

十三塚、林

２７日（月） 屋敷、瀬後、豆塚、雉子原 四軒屋、白坂、石砂

２８日（火） 池之内、福田原、丸井南 西丸井、丸井北、青岡

２９日（水） 赤岡、東村 中央、安井

３月 １日（木） 花稲北、本村 中林、先林

２日（金）市民会館中ホ－ル 新田町　 池之尻町

３日（土） 伊吹支所 伊吹町　　

５日（月）

市民会館
中ホ－ル

原町、柞田町（中出、上出） 柞田町（黒渕、下出）

６日（火）
柞田町（八丁、山王、下野、
北岡、玉田）

柞田町（大畑、油井、山田）

７日（水）
粟井町（上野、奥谷、
宮下団地）木之郷町

粟井町（出晴、信末、本庄、
常次、竹成）

８日（木） 吉岡町、本大町 中田井町、古川町

９日（金）
室本町、
高屋町（西上、西下）

高屋町（岡西、岡東、明上、
明下、高屋団地）

１２日（月）
茂木町、茂西町、上市、川原、
有明町、八幡町、天神町

坂本町、幸町、明星、殿、中央、
柳、青柳、三架橋、駅通、栄町、
昭和町、七間橋、中洲、中新、若宮、
春日、大和、上若、蛭子、仮屋

１３日（火）
南町、加茂田、元、港、
琴浪町、瀬戸町、三本松町

植田町

１４日（水） 流岡町 村黒町、出作町

１５日（木） 上記日程に申告できなかった人



5

　自
治
基
本
条
例
を
制
定
す
る

と
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
共
有
す
る
べ
き
大
切
な
考
え

方
や
実
現
の
手
段
が
明
ら
か
に

な
り
、
市
民
・
議
会
・
行
政
の

３
者
間
で
ま
ち
づ
く
り
の
進
め

方
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　例
え
ば
、
条
例
の
中
に
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
「
情
報
の

共
有
」
と
「
市
民
参
画
」
を
実

現
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な

方
法
が
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
行
政
は
実
際

に
機
能
す
る
具
体
的
な
仕
組
み

の
構
築
が
求
め
ら
れ
、
結
果
と

し
て
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
進
め
ら
れ
る
環
境
の
整
備
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　今
後
は
、
こ
れ
か
ら
本
当
に

自
治
基
本
条
例
が
必
要
な
の
か
、

必
要
だ
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な

条
例
が
望
ま
し
い
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
を
進
め
て
い
く
た
め
、

皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ネットで申告！「ｅ−Ｔａｘ」
　　　　始めてみませんか？

市税の電子申告サービスを
　　　　　　開始しました

　インターネットを利用して確定申告や納税などが

できるｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）の

利用促進のため、白川市長は同システムを利用して

デモ申告を体験しました。ｅ－Ｔａｘは、事前に届け

出をすると税務署に行かなくても自宅や事務所など

からインターネットを通じて、申告・納税等ができ

る電子システムです。所得税の申告期限の３月１５日

（木）までは、原則として祝日等を含めて２４時間利用

できるので、税務署が閉まっている時間でも申告書

の提出（送信）ができます。

　初めてｅ－Ｔａｘを利用した白川市長は「簡単

に申告書を作成できました。これからは、自宅

のパソコンから申告する人が増えてくるでしょ

う。ぜひ市民の皆さんも利用してみてはどうで

しょうか」と呼びかけていました。

○ なかなか情報が発信されない
○ すでに決定した情報の提供

○ 意見を言う機会が少ない
○ 行政主導のまちづくり

○ まちづくりを行政に任せる傾向
○ 市民の考えが反映しにくい環境

○ 計画段階から情報提供
○ 情報が入手しやすい環境整備

○ 計画段階から意見を表明
○ 審議会等に市民が参画しやすくなる

○ 市民がまちづくりの主役
○ 市民・議会・行政が役割分担し、

まちづくりに取り組む

情報の共有

市民参画

協働のまちづくり

まちづくりについて、み
んなで一緒に考え、取り
組んでいくことが大切な
んだね。

　市では、納税者の申告手続きの利便性向上のた

め、平成２３年１２月１９日からｅ
エ ル タ ッ ク ス

ＬＴＡＸ（地方税ポー

タルシステム）を利用したインターネットによる

市税の申告等について受け付けを開始しました。

利用できる手続き

○給与支払報告書

○法人市民税申告書

○償却資産申告書など

注意

個人の市民税・県民税の申告は対応していませ

ん。

問い合わせ先

　ｅＬＴＡＸホームページ

　　　　　　　　　　　　http://www.eltax.jp/

　ｅＬＴＡＸヘルプデスク

　　　　　　　　　　　　☎０５７０－０８１４５９

税務課市民税係　☎２３－３９２２
観 音 寺 税 務 署　☎２５－２１９１

～
自
治
基
本
条
例
が
で
き
る
と
～

これまで 自治基本条例ができると

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
⑤

　
　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７
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　武
田

　理
沙
さ
ん

（
大
野
原
町
）

　私
も
大
人
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
ま
で
た
く
さ
ん

の
友
だ
ち
や
家
族
に
支
え

ら
れ
た
お
か
げ
で
、
幸
せ

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
支

え
て
い
た
だ
い
た
方
た
ち

に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　高
橋

　知
宏
さ
ん

（
出
作
町
）

　僕
は
、
中
学
生
の
時
か

ら
今
ま
で
ず
っ
と
続
け
て

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

柔
道
と
子
ど
も
会
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

ど
ち
ら
も
自
分
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
二
十
歳
に
な

り
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　土
田

　圭
那
さ
ん

（
豊
浜
町
）

　私
は
、
４
月
か
ら
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
就
職

し
ま
す
。
今
は
期
待
や

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す

が
、
社
会
人
と
し
て
自

覚
と
責
任
を
持
っ
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

残
り
少
な
い
学
生
生
活

を
有
意
義
に
過
ご
し
ま

す
。

　１月８日（日）、市民会館大ホールで成人式が行われました。

ことし大人の仲間入りをした新成人は、平成３年４月２日か

ら平成４年４月１日に生まれた６３４人。晴天に恵まれ、会場

前では久しぶりに会ったクラスメートや友人たちと「久しぶ

り！元気だった？」「きれいになったね！」などと歓声を上げ

たり抱き合ったりして再会を喜び合っていました。式典は、

１０人の新成人スタッフが企画・運営。中学校恩師からのビデ

オメッセージやお楽しみ抽選会、白川市長・森谷市議会議長

式辞、新成人を代表して６人が誓いの言葉を発表し、新しい

門出を祝いました。

　市ホームページにもスナップ写真を掲載しますので、ご覧

ください。

成人式の記念写真を渡します

　成人式で撮影した集合写真（該当校区分１枚）と当
日の様子を撮影したＤＶＤ１枚を無料で渡します。
 日時  　２月２３日（木）から（土・日曜日、祝日を除く）
　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
 場所  ○生涯学習課（共同福祉施設内）／すべての校区
　　　○大野原分室／大野原・五郷・紀伊・萩原校区
　　　○豊浜分室／豊浜校区

生涯学習課　☎２３－３９４３
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祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人祝成人

新しい門出を祝う
企画・運営スタッフの

抱負と感謝の言葉

　住
友

　勇
斗
さ
ん

 

（
池
之
尻
町
）

　現
在
高
専
に
通
っ
て
い
て
、

就
職
は
地
元
企
業
の
内
定
が
決

ま
り
、
観
音
寺
が
大
好
き
な
の

で
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
季
大
祭
や
少
年
サ
ッ
カ
ー
の

指
導
を
通
し
て
地
元
に
貢
献
す

る
の
が
私
の
夢
で
す
。
家
族
や

友
人
、
先
生
、
コ
ー
チ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　平
井

　智
子
さ
ん

　（
豊
浜
町
）

　将
来
、
税
理
士
と
し
て
働
く

こ
と
を
目
標
に
、
大
学
で
経
済

学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

直
島
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
所
属
し
、
カ
フ
ェ
を
共
同

経
営
し
て
い
ま
す
。
何
歳
に
な

っ
て
も
輝
い
て
い
ら
れ
る
よ
う
、

感
謝
や
挑
戦
を
忘
れ
ず
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　藤
川

　聖
晃
さ
ん

（
大
野
原
町
）

　無
事
、
成
人
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ

ま
す
。
私
は
、
４
月
か
ら

観
音
寺
で
仕
事
に
就
き
ま

す
。
２０
年
間
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
、
育
て
て
く
れ

た
観
音
寺
に
恩
返
し
を
す

る
た
め
に
も
一
生
懸
命
働

き
ま
す
。

　冨
原

　優
希
さ
ん

　

（
高
屋
町
）

　成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
私
は
現
在
、
香
川
高

専
に
通
っ
て
い
て
、
４
月

か
ら
は
社
会
に
出
て
頑
張

り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、

観
音
寺
で
育
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
故
郷
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　高
橋

　彬
さ
ん

（
大
野
原
町
）

　自
分
が
二
十
歳
に
な

っ
た
…
そ
ん
な
実
感
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
が
新
た
な
門
出
を
迎

え
、
一
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
と
こ
れ
ま
で
の

自
分
に
は
な
か
っ
た
一

個
人
の
責
任
を
し
っ
か

り
持
っ
て
い
き
ま
す
。

　久
保
美
由
紀
さ
ん

（
大
野
原
町
）

　介
護
士
を
目
指
し
学

校
に
通
い
、
こ
と
し
就

職
予
定
で
す
。
今
ま
で

自
分
を
支
え
て
く
れ
た

家
族
や
先
生
方
に
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
に
一

生
懸
命
、
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
☆
今
ま

で
育
て
て
く
れ
た
家
族

の
み
ん
な
、
あ
り
が
と

う
！！
私
、
頑
張
る
よ
！！

　大
石

　舞
さ
ん

　

（
豊
浜
町
）

　成
人
式
と
い
う
節
目

を
無
事
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
家
族
や
恩
師
、

お
世
話
に
な
っ
た
方
た

ち
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
春
か
ら
は
私

も
社
会
人
な
の
で
、
気

を
引
き
締
め
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

１１月臨時会の主な内容

２８日招集・会期１日
条例等の一部改正など２件を原案可決

　平成２３年第４回臨時会が１１月２８日招集さ
れ、１日の会期で開かれました。
　市職員の給与に関する条例の一部改正な
ど２議案が提出され、原案のとおり可決さ
れました。

常 任 委 員 会

総

　

務

委 員 長 伊 丹 準 二
副委員長 立 石 隆 男
委 員 岡 田 正 德

〃 中 村 保 男
〃 森 谷 政 義
〃 楠 井 泰 功
〃 安 藤 忠 明
〃 五 味 伸 亮

建

設

経

済

委 員 長 安 藤 清 高
副委員長 友 枝 俊 陽
委 員 秋 山 忠 敏

〃 高 橋 照 雄
〃 西 山 正 勝
〃 黒川健太郎
〃 石 山 秀 和
〃 詫 間 　 茂

文

教

民

生

委 員 長 安 藤 康 次
副委員長 篠 原 重 寿
委 員 大 賀 正 三

〃 大久保隆敏
〃 原 　 俊 博
〃 大 矢 一 夫
〃 井 上 浩 司
〃 大 平 直 昭

広

聴

広

報

委 員 長 篠 原 重 寿
副委員長 五 味 伸 亮
委 員 西 山 正 勝

〃 安 藤 清 高
〃 石 山 秀 和
〃 井 上 浩 司
〃 大 平 直 昭
〃 安 藤 康 次

平２３.１２.６選任

議 会 運 営 委 員 会
委 員 長 篠 原 重 寿
副委員長 原 　 俊 博
委　　員 秋 山 忠 敏

〃 大 賀 正 三
〃 安 藤 清 高
〃 大久保隆敏
〃 安 藤 康 次
〃 伊 丹 準 二

平２３.１２.６選任

１２月定例会で次のとおり
委員の任命などに

同意しました
○ 教育委員会委員
　大西孝典　豊浜町
○ 公平委員会委員
　黒田哲生　観音寺町
○ 固定資産評価審査委員会委員
　香川　正　高屋町
　合田政光　八幡町
　安藤　功　粟井町
　岡田唯男　古川町
　横田安男　観音寺町
　髙原稜夫　豊浜町
　合田友規　出作町
　石川政親　大野原町
　黒田　俊　柞田町
○ 人権擁護委員
　阪上耕造　豊浜町
　藤岡　修　大野原町
　竹内保壽　大野原町
　今村峯子　大野原町

　
１２月定例会の主な内容

６日招集・会期１７日間
一般会計補正予算などを原案可決

　平成２３年第５回定例会が１２月６日招集さ
れ、２２日までの１７日間の会期で開かれまし
た。
　一般会計補正予算として、歳入・歳出予
算の総額に１億３，０４０万９千円を追加し、
総額を２３７億４，９０４万６千円とすることの
ほか、特別会計など補正予算６件、条例の
一部改正など１０件、計１６議案が提出され、
議案の提案理由の説明がありました。なお、
委員の任命・選任など４議案は、提案日に
採決し、同意されました。
　１２日、１３日の両日、一般質問では個人質
問が行われ、市当局の考えをただしました。
　議案は総務・建設経済・文教民生の各常
任委員会にそれぞれ付託され、１４日から１６
日にかけて各常任委員会を開催し、慎重に
議案の審議を行いました。最終日の２２日、
各常任委員会の委員長から付託された議案
の審議結果の報告があり、採決の結果すべ
ての市長提出議案を同意・可決しました。
　続いて、新たに提出された陳情３件と継
続審査となっていました請願１件の審査が
行われ２件が採択、２件が継続審査となり
ました。
　また当日、議会提出議案２件と意見書案
１件が提案され、議員定数条例の一部改正
などが可決となりました。
　なお、議案等の審議結果は１３ページに記
載の「審議した議案等とその結果」のとお
りです。

議
長
に
森
谷
政
義
氏

副
議
長
に
大
平
直
昭
氏
を
選
出

　観
音
寺
市
は
、
市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
行

財
政
改
革
と
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

に
、
や
さ
し
さ
と
元
気
印
の
観
音
寺
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
こ
数
年
は
市
民
会
館
・
庁
舎
・
統
合

小
学
校
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
市
議
会
と
し
て
は
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
執

行
部
と
十
分
に
議
論
し
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
議
会
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
議
会
と
し
て
議
員
定

数
の
見
直
し
な
ど
を
議
決
し
ま
し
た
が
、
議
会
改

革
や
議
会
の
活
性
化
な
ど
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
、
情
報
の
公
開
な
ど
に
よ
り
、
身
近
で

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

　今
後
も
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
円
滑

な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長

森
谷

　政
義

副
議
長

大
平

　直
昭
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

個人質問 一般質問項目表

●印については、質問と答弁の内容をこのページ以降に掲載しています。

　
　
　東
日
本
大
震
災
な
ど
の

影
響
か
ら
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
市
民
の
福
祉
と
く
ら

●平成２４年度予算編成基本方針につい
て

・契約の方法及び実態について
・公共下水道事業の運営について
・市土地開発公社の現状と今後の方針

について

●自治会加入率と自治会の活性化につ
いて

・出前講座について
・予防医学と介護予防について

●道路整備について

・情報セキュリティについて
・ゴミ問題について
●農業問題について

●子育て支援について
・社会資本整備の維持管理について

●中心市街地に公衆トイレの設置につ
いて

・伊吹島の瀬戸内国際芸術祭参加につ
いて

・自治会要望の処理の仕方について
●公共事業の入札方法について
・市役所・市民会館建設計画の進捗に

ついて

●本市の農業施策について
・新庁舎整備に伴う三観広域施設の配

置について
・新市民会館の施設について

●斎場の管理運営について
・教員のメンタルヘルス対策について

●森林保全について
・競輪事業について
・学校のいじめ対策について

・観光行政について
●防災における行政施策について
・庁舎建設に伴う行政中枢地区のグラ

ンドデザインについて

●防災について
・競輪事業について

●水道事業について
・小中学校のいじめ問題について

●公共施設の建設について

・ＬＥＤの導入について
・少子高齢化社会における観音寺市の

人口構造の変化について
●人口構造の変化と観音寺市のまちづ

くりと財政について

  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

安
藤　

清
高

平
成
２４
年
度
予
算
編
成
基
本

方
針
に
つ
い
て

質
問

（12月定例会）

し
を
守
る
た
め
の
予
算
を
求
め

て
、
本
市
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
伺
う
。

（１）
基
本
的
方
針
に
つ
い
て

（２）
歳
入
に
つ
い
て

　①
地
方
交
付
税

　②
市
債
（
借
入
金
）

（３）
歳
出
に
つ
い
て

①
予
算
配
分
の
優
先
順
位
に

つ
い
て

②
新
規
事
業
へ
の
予
算
に
つ

い
て

③
委
託
料
及
び
補
助
金
の
見

直
し
に
つ
い
て

（１）
基
本
的
方
針
は
、
過
去
の
事

業
展
開
の
分
析
・
検
証
を
進

め
る
中
で
、
事
業
の
選
択
と

集
中
を
図
り
、
経
費
の
財
源

を
確
保
す
る
。

（２）
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
は
や

や
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い

る
。
市
債
（
借
入
金
）
は
、

合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
た

め
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

（３）
歳
出
は
、
委
託
料
・
補
助
金

を
含
め
、
聖
域
な
く
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
で
の
見
直
し
、
市
民
ニ

ー
ズ
に
反
映
し
た
予
算
編
成

に
取
り
組
み
、

重
点
事
業
へ

の
予
算
確
保

に
努
め
る
。

　
　
　高
齢
化
社
会
を
迎
え
独

居
老
人
も
増
加
し
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
が
高
ま

り
、
共
助
と
い
う
面
で
自
治
会

の
果
た
す
役
割
も
大
き
く
、
そ

し
て
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
自
治
会
の
加
入
率
は

ま
だ
ま
だ
低
く
、
観
音
寺
市
全

体
で
７０
・
５
％
、
低
い
地
域
で

は
５０
％
程
度
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　よ
り
地
域
力
を
つ
け
る
た
め

に
自
治
会
加
入
率
ア
ッ
プ
と
自

治
会
活
動
が
活
性
化
で
き
る
よ

う
に
市
と
し
て
具
体
的
な
支
援

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　自
治
会
活
動
は
日
ご
ろ

か
ら
住
民
同
士
が
協
力
し
て
社

会
福
祉
、
防
災
・
防
犯
、
生
涯

学
習
、
地
域
行
事
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
む
な

ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

つ
く
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
自
治
会
加
入
率
を
あ

げ
る
た
め
に
自
治
会
連
合
会
な

ど
を
通
じ
て
自
治
会
へ
の
加
入

促
進
や
再
編
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
具
体
的
な
支
援
事

業
と
し
て
自
治
会
支
援
と
し
て

詫

間　

茂

自
治
会
加
入
率
と
自
治
会
の

活
性
化
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

安 藤 清 高
（日本共産党）

詫 間　 茂
（民政クラブ）

大久保隆敏
（市民クラブ）

立 石 隆 男
（民政クラブ）

井 上 浩 司
（民政クラブ）

黒川健太郎
（民政クラブ）

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

大 平 直 昭
（民政クラブ）

篠 原 重 寿
（社会民主党）

安 藤 康 次
（民政クラブ）

高 橋 照 雄
（ 無 所 属 ）

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

安 藤 忠 明
（公　明　党）

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

石 山 秀 和
（公　明　党）
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　市
内
の
中
心
市
街
地
で

あ
る
、
柳
町
・
駅
通
・
上
市
な

ど
の
各
商
店
街
で
大
売
出
し
や

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
ト
イ
レ
に
大
変
困
っ
て
お

り
安
心
し
て
親
子
で
買
い
物
が

で
き
る
よ
う
中
心
市
街
地
に
お

け
る
公
衆
ト
イ
レ
設
置
の
計
画

を
伺
う
。

　
　
　公
衆
ト
イ
レ
設
置
計
画

の
検
討
を
行
っ
て
い
た
が
現
状

と
し
て
地
元
の
協
力
や
調
整
不

足
が
整
備
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置

に
向
け
た
今
後
の
計
画
は
、
重

要
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
市
民
会
館
の
建
設
事
業
、
内

環
状
道
路
の
完
成
に
向
け
、
県

に
も
要
望
し
て
い
る
都
市
計
画

道
路
「
栄
町
七
間
橋
線
」
の
整

備
計
画
や
市
道
「
中
央
七
間
橋

線
」
の
整
備
延
伸
を
併
せ
た
中

で
、
実
現
可
能
な
計
画
と
な
る

よ
う
地
元
か
ら
も
提
案
を
い
た

だ
き
進
め
て
い
き
た
い
。

害
の
解
消
や
、
歩
行
者
の
危
険

回
避
な
ど
を
優
先
的
に
「
１
・

５
車
線
的
道
路
整
備
」
と
い
う

考
え
方
で
県
費
補
助
事
業
、
市

単
独
事
業
な
ど
で
実
施
し
て
い

る
。　今

後
の
整
備
方
針
と
し
て
は
、

維
持
管
理
コ
ス
ト
の
平
準
化
を

図
る
た
め
に
一
時
的
な
投
資
で

な
く
、
緊
急
性
や
費
用
対
効
果

を
勘
案
す
る
中
で
順
次
整
備
に

努
め
て
行
き
た
い
。

　
　
　Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
業
に
多

大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
い
わ

れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す

る
と
、
本
市
の
重
要
な
産
業
の

ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
は
非
常
に

影
響
を
受
け
、
耕
作
放
棄
地
の

増
大
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

　２
点
目
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除

を
実
施
し
て
い
る
が
、
効
果
が

上
が
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
カ

ラ
ス
の
駆
除
で
は
、
銃
の
使
用

に
つ
い
て
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
ず
、
駆
除
に
取
り
組
み
に
く

い
現
状
で
あ
る
。
理
解
を
得
る

よ
う
な
情
勢
づ
く
り
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
猪
の
駆
除

に
は
捕
獲
補
助
金
を
出
し
て
い

る
が
、
本
市
で
は
予
定
頭
数
で

打
ち
切
り
と
な
っ
て
い
る
。
頭

数
制
限
が
な
く
な
れ
ば
駆
除
頭

数
が
増
え
る
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

　
　
　Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
生

産
者
が
不
利
益
を
こ
う
む
ら
な

い
よ
う
に
、
国
お
よ
び
県
に
要

望
す
る
。
ま
た
、
国
の
動
向
を

見
な
が
ら
本
市
の
農
業
に
適
合

し
た
独
自
の
施
策
を
検
討
す
る
。

　カ
ラ
ス
の
駆
除
に
つ
い
て
は
、

周
辺
住
民
へ
の
協
力
文
の
回
覧

や
立
看
板
な
ど
に
て
周
知
を
図

る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
猪
被

害
対
策
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
今
後
捕
獲
頭
数
分
を
交
付

す
る
。

　
　
　子
育
て
支
援
施
策
の
取

り
組
み
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
組
織
と
補
完
し
合
え
る
体

制
の
整
備
と
子
育
て
の
要
望
な

ど
を
把
握
す
る
た
め
の
情
報
交

換
の
場
の
設
置
に
つ
い
て
、
お

伺
い
す
る
。

　
　
　Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
事
業

周
知
や
互
い
に
補
完
し
あ
う
体

制
の
整
備
と
し
て
、
現
在
、
子

育
て
応
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
レ
ン
ズ
に

お
い
て
、
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
と
し
て
「
フ
レ
ン
ズ
広

場
」
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の

事
業
周
知
と
し
て
広
報
紙
へ
の

掲
載
や
、
ホ
ッ
と
メ
ー
ル
で
の

配
信
を
行
い
、
互
い
に
補
完
し

あ
う
体
制
を
築
い
て
い
る
。

　今
後
、
他
の
団
体
か
ら
も
同

じ
よ
う
な
要
請
が
あ
れ
ば
同
様

の
事
業
周
知
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　本
年
は
県
の
補
助
事
業
に
よ

り
「
か
が
わ
育
児
の
日
地
域
交

流
会
開
催
事
業
西
讃
ブ
ロ
ッ
ク

運
営
委
員
会
」
を
実
施
主
体
と

し
て
平
成
２４
年
１
月
１５
日
に

「
三
観
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
る
。
こ
の
運
営
委
員
会

に
は
、
各
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
愛
育

会
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で

組
織
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
情
報
交
換
が
で
き
る
場
を
２４

年
度
以
降
も
実
施
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
さ
ら

に
自
治
会
要
望
な
ど
の
支
援
も

行
っ
て
い
る
。

　
　
　市
道
に
お
い
て
、
ほ
場

整
備
区
域
内
に
お
け
る
市
道
の

数
と
延
長
、
法
面
起
し
お
よ
び

舗
装
整
備
な
ど
を
実
施
す
る
場

合
の
概
算
事
業
費
、
当
面
の
道

路
整
備
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て

併
せ
て
、
財
政
状
況
大
変
厳
し

い
中
で
の
今
後
の
整
備
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　ほ
場
整
備
地
区
内
に
お

け
る
市
道
は
約
１
８
０
路
線
で

延
長
は
約
５０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

　ま
た
、
ほ
場
整
備
内
道
路
は

整
備
後
約
３０
年
が
経
過
し
、
線

形
は
悪
く
、
幅
員
は
狭
く
、
舗

装
は
老
朽
化
し
て
い
る
。

　道
路
整
備
の
概
算
事
業
費
は
、

ほ
地
と
道
路
と
の
高
低
差
が
高

い
箇
所
が
多
く
、
法
面
起
し
を

す
る
と
な
れ
ば
膨
大
な
事
業
費

が
発
生
す
る
。

　当
面
の
整
備
手
法
は
、
道
路

の
利
用
形
態
や
、
車
両
、
歩
行

者
の
通
行
量
を
基
に
、
交
通
障

答
弁

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

立
石　

隆
男

井
上　

浩
司

農
業
問
題
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

大
久
保
隆
敏

道
路
整
備
に
つ
い
て

黒
川
健
太
郎

中
心
市
街
地
に
公
衆
ト
イ
レ

の
設
置
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　合
併
後
６
年
を
経
過
し

た
今
、
市
保
有
の
２
８
５
カ
所

の
公
共
施
設
整
備
は
、
過
不
足

な
く
、
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　こ
の
状
況
下
、
２
０
０
億
円

余
り
の
合
併
特
例
債
を
財
源
に
、

中
、
小
学
校
、
市
民
会
館
、
市

役
所
が
実
行
あ
る
い
は
計
画
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
工
事
に

際
し
て
現
在
は
『
入
札
予
定
価

格
』
制
度
に
よ
り
、
市
が
一
定

の
価
格
を
提
示
し
、
そ
れ
に
対

し
て
の
入
札
と
な
っ
て
い
る
。

　公
正
取
引
委
員
会
の
官
製
談

合
防
止
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

る
と
『
こ
の
入
札
方
法
は
、
談

合
を
生
じ
や
す
く
す
る
』
と
も

し
て
い
る
。
現
行
の
入
札
制
度

の
是
非
に
よ
ら
ず
、
多
額
の
特

例
債
に
よ
る
一
連
の
公
共
施
設

整
備
だ
け
で
も
、
設
計
価
格
を

示
し
た
上
で
の
競
争
入
札
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
で
き
る
だ

け
財
源
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る

た
め
に
も
、
落
札
価
格
の
低
減

を
目
指
し
偏
り
の
な
い
施
設
整

備
を
求
め
た
い
。

　
　
　現
在
の
予
定
価
格
を
示

す
入
札
方
法
の
可
否
は
あ
る
に

せ
よ
、
現
状
は
今
の
入
札
方
法

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　農
業
施
策
に
つ
い
て
は
、

国
の
政
策
に
左
右
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
だ
が
、
市
独
自
の
農

業
施
策
も
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　隣
の
三
豊
市
で
は
、
農
業
振

興
対
策
の
な
お
一
層
の
普
及
促

進
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
２１
年
３
月
「
三
豊
市
農
業

振
興
対
策
基
金
」
に
３
億
円
を

積
立
し
、
国
・
県
の
補
助
事
業

の
上
乗
せ
補
助
事
業
、
耕
作
放

棄
地
対
策
事
業
、
農
地
流
動
化

事
業
、
営
農
団
体
へ
の
支
援
事

業
、
新
期
農
業
従
事
者
の
支
援

事
業
な
ど
、
市
独
自
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
活
用
し
て
い
る
。

本
市
も
参
考
に
し
て
同
様
の
施

策
を
検
討
す
る
べ
き
か
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
　
　農
業
施
策
の
主
要
な
事

業
は
、
「
中
山
間
地
域
直
接
支

払
事
業
」
な
ど
の
国
・
県
補
助

事
業
と
市
単
独
事
業
の
「
育
成

す
べ
き
農
業
者
農
地
集
積
支
援

事
業
」
、「
有
機
農
産
物
生
産
振

興
対
策
事
業
」
で
小
規
模
農
家

な
ど
に
も
支
援
拡
充
を
図
っ
て

い
る
。

　基
金
の
設
置
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
が
、
農
業
者
、
農

業
団
体
な
ど
か
ら
新
た
な
事
業

テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
独
自
の
事
業
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　最
新
設
備
の
斎
場
「
燧

望
苑
が
完
成
し
、
多
く
の
市
民

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
大
切
な

施
設
で
あ
る
だ
け
に
管
理
運
営

の
必
要
経
費
を
い
か
に
低
く
抑

え
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

①
維
持
管
理
経
費
は
、
当
初
の

予
定
通
り
か
。
②
今
後
、
指
定

管
理
は
ど
の
よ
う
な
業
者
が
ベ

ス
ト
と
考
え
る
の
か
。
③
人
件

費
削
減
で
は
努
力
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
他
で
削
減
で
き
る
部

分
は
な
い
の
か
。
④
使
用
利
用

収
入
の
増
加
の
観
点
か
ら
、
祭

壇
も
借
り
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　①
平
成
２２
年
度
の
火
葬

件
数
は
８
０
２
件
、
式
場
使
用

件
数
は
６０
件
、
動
物
炉
使
用
件

数
は
３
５
０
件
。
前
年
度
と
比

較
し
て
微
増
。
決
算
額
６
、
１

２
０
万
円
の
内
、
人
件
費
１
、

５
９
０
万
円
、
火
葬
業
務
委
託

２
、
２
０
５
万
円
、
光
熱
水
費

１
、
０
１
８
万
円
、
燃
料
費
３

９
７
万
円
、
施
設
清
掃
委
託
料

３
１
５
万
円
が
主
な
経
費
。
火

葬
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
は
２

年
目
か
ら
３
１
５
万
円
削
減
し

て
い
る
。
②
火
葬
業
務
と
合
わ

せ
て
「
個
人
情
報
の
適
切
な
管

理
が
図
ら
れ
る
こ
と
」「
緊
急
時

の
危
機
管
理
体
制
が
確
立
さ
れ

て
い
る
こ
と
」「
管
理
経
費
の
縮

減
が
図
ら
れ
る
も
の
」
な
ど
、

安
定
し
て
行
う
人
的
、
物
的
能

力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
③
今

年
１０
月
か
ら
正
職
員
を
１
名
減

ら
し
、
嘱
託
３
名
と
臨
時
１
名

で
運
営
し
て
お
り
、
大
幅
に
削

減
。
④
祭
壇
を
備
え
付
け
た
場

合
、
飾
り
付
け
な
ど
は
誰
が
す

る
の
か
問
題
が
あ
る
の
で
、
他

市
の
状
況
を
参
考
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。 

　
　
　森
林
は
木
材
の
生
産
だ

け
で
は
な
く
、
土
砂
災
害
を
防

ぎ
、
水
資
源
と
し
て
「
緑
の
ダ

ム
」
、
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
で
温
暖
化
防

止
の
役
割
を
持
つ
。
し
か
し
、

現
状
は
、
木
材
価
格
の
下
落
で

山
の
手
入
れ
が
な
さ
れ
ず
、
国

土
保
全
な
ど
の
多
面
的
な
機
能

低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
　

①
現
状
の
森
林
保
全
に
対
す
る

市
と
し
て
の
施
策
は
。

②
Ｈ
２２
年
制
定
の
「
公
共
建
築

物
へ
の
木
材
利
用
促
進
法
」

は
、
国
が
率
先
し
て
木
材
利

用
を
図
り
、
地
方
公
共
団
体

や
、
民
間
に
も
需
要
拡
大
を

促
し
て
い
る
。
本
市
の
教
育

施
設
な
ど
、
公
共
施
設
へ
の

木
材
利
用
促
進
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

　
　
　①
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
基
金
事
業
を
活
用

し
、
間
伐
を
推
進
し
て
い
る
。

本
年
度
も
市
有
林
な
ど
の
１４ 

ｈａ
に
お
い
て
実
施
予
定
。

②
Ｈ
２０
年
度
完
成
の
柞
田
小
学

校
、
今
年
３
月
完
成
の
中
部

中
学
校
校
舎
壁
な
ど
に
県
産

木
材
を
使
用
し
て
い
る
。
設

答
弁

質
問

公
共
事
業
の
入
札
方
法
に
つ

い
て

斎
場
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

大
平　

直
昭

石
山　

秀
和

本
市
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

伊
丹　

準
二

答
弁

質
問

篠
原　

重
寿

森
林
保
全
に
つ
い
て

答
弁

答
弁
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

共
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
多

額
の
費
用
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
財
源
や
補
助
金
な
ど

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　財
源
は
、
学
校
関
係
で

は
公
立
学
校
施
設
整
備
費
国
庫

負
担
金
や
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
を
見
込
ん
で
い
る
。
庁

舎
と
市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に

よ
る
補
助
金
１０
億
円
余
り
を
見

込
ん
で
お
り
、
庁
舎
改
築
整
備

基
金
を
積
立
て
て
い
る
。
そ
の

他
の
財
源
と
し
て
は
合
併
特
例

債
を
活
用
す
る
。
特
例
債
は
地

方
交
付
税
の
算
入
な
ど
後
年
度

の
負
担
に
有
利
な
起
債
と
な
っ

て
お
り
、
市
と
し
て
は
市
民
の

皆
さ
ま
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。

　一
方
、
こ
の
数
十
年
間
の
公

共
建
物
に
つ
い
て
技
術
的
な
問

題
点
を
整
理
し
、
新
設
の
際
に

役
立
て
て
参
り
た
い
と
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　全
国
的
な
人
口
減
少
、

し
込
み
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、
国
土
交
通
省
が
来
年

１
月
２５
日
か
ら
申
請
受
付
を
始

め
る
「
住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」

に
つ
い
て
、
対
象
は
新
築
以
外

に
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合
に

も
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

の
で
、
補
助
金
と
と
も
に
啓
発

活
動
を
行
い
、
補
助
制
度
を
市

民
の
方
々
に
１
件
で
も
多
く
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　本
年
６
月
議
会
で
学
校

建
設
予
定
地
、
ク
ラ
ボ
ウ
跡
地

に
つ
い
て
防
災
上
の
問
題
点
、

洪
水
、
津
波
浸
水
予
測
地
で
あ

る
事
、
液
状
化
危
険
区
域
で
あ

る
事
、
満
潮
時
の
一
の
谷
川
の

水
面
よ
り
低
地
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
防
災
上
の
問
題
地

へ
の
学
校
建
設
に
つ
い
て
は
、

専
門
家
の
検
証
を
受
け
市
民
へ

の
説
明
の
必
要
性
を
要
望
し
た
。

答
弁
は
検
討
し
た
い
と
思
う
が

国
、
県
の
動
き
を
見
た
い
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
も
専
門
家
の
研

究
に
基
づ
く
地
域
防
災
の
見
直

し
が
加
速
し
て
い
る
。
高
松
市

に
建
設
中
の
新
県
立
中
央
病
院

も
専
門
家
に
よ
る
再
検
証
を
実

施
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
建

物
地
盤
の
か
さ
上
げ
、
地
盤
改

良
の
拡
大
、
液
状
化
対
策
、
関

連
護
岸
の
整
備
促
進
な
ど
の
追

加
防
災
対
策
を
発
表
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
教
育
施
設

建
設
地
に
つ
い
て
何
ら
か
の
防

災
対
策
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た

か
お
伺
い
す
る
。

　
　
　防
災
対
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
被
害
想

定
が
見
直
さ
れ
る
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

津
波
高
が
現
在
の
想
定
を
上
回

っ
た
場
合
は
護
岸
の
か
さ
上
げ

な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ハ
ー

ド
整
備
を
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　本
市
で
は
宅
地
内
で
の

水
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
、
原
則

と
し
て
修
理
費
や
漏
れ
た
水
に

対
す
る
料
金
は
全
て
個
人
の
負

担
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

個
人
の
宅
地
内
で
あ
っ
て
も
埋

設
さ
れ
た
水
道
設
備
に
関
し
て

は
市
民
の
目
に
見
え
な
い
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
老
朽
化
や

何
ら
か
の
不
具
合
で
水
漏
れ
が

発
生
し
た
と
し
て
も
、
早
期
に

発
見
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
一
定

の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
限

り
、
水
道
料
金
の
減
免
制
度
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
多
く
あ

る
。
県
内
に
お
い
て
も
多
数
の

自
治
体
で
減
免
制
度
が
行
わ
れ

て
い
る
。
今
後
、
漏
水
時
の
減

免
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
　
　本
市
の
水
道
の
漏
水
件

数
は
平
成
２１
年
、
２２
年
度
の
平

均
で
３
５
０
件
、
内
水
道
料
金

が
５
万
円
以
上
の
件
数
は
１３
件

程
度
で
あ
る
。

　ま
た
、
水
道
料
金
の
減
免
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
県
内

各
市
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
他
市
に
お
い
て
は
、
基
本

的
に
減
免
を
実
施
し
て
お
り
、

本
市
と
し
て
も
一
定
の
条
件
を

定
め
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
担
軽

減
を
目
的
に
減
免
制
度
の
導
入

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　庁
舎
、
市
民
会
館
、
統

合
小
、
幼
、
保
育
所
な
ど
の
公

計
中
の
統
合
小
学
校
、
幼
稚

園
、
保
育
所
に
木
材
を
取
り

入
れ
、
温
か
み
の
あ
る
仕
上

げ
を
検
討
中
。
使
用
木
材
は
、

分
収
林
の
間
伐
材
か
ら
製
造

し
た
木
材
を
使
用
す
る
。

　
　
　民
間
住
宅
耐
震
支
援
事

業
費
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
、

県
に
よ
る
と
本
年
度
の
耐
震
診

断
申
請
件
数
１
、
０
０
０
件
、

耐
震
改
修
申
請
件
数
２
０
０
件

の
予
定
が
、
１０
月
末
で
１
２
７

件
、
３２
件
と
な
り
想
定
を
大
き

く
下
回
っ
た
。
６
月
定
例
会
で

も
質
問
し
た
が
、
本
市
に
お
い

て
今
年
申
請
は
そ
れ
ぞ
れ
何
件

に
な
っ
た
の
か
、
来
年
１
月
か

ら
受
け
付
け
る
、
１
ポ
イ
ン
ト

１
円
で
耐
震
改
修
の
場
合
１５
万

ポ
イ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
る
「
住

宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
も

説
明
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

耐
震
改
修
工
事
申
請
が
増
え
る

と
良
い
が
考
え
は
、
い
か
が
か
。

　
　
　今
年
４
月
か
ら
１１
月
ま

で
の
８
カ
月
間
で
、
耐
震
診
断

補
助
金
の
申
し
込
み
は
１４
件
、

耐
震
改
修
補
助
金
は
６
件
、
申

防
災
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

人
口
構
造
の
変
化
と
観
音
寺

市
の
ま
ち
づ
く
り
と
財
政
に

つ
い
て

高
橋　

照
雄

安
藤　

忠
明

五
味　

伸
亮

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

友
枝　

俊
陽

水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問

安
藤　

康
次

防
災
に
お
け
る
行
政
施
策
に
つ
い
て

質
問



13

１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

少
子
高
齢
化
。
人
口
構
造
の
激

変
。
そ
れ
に
伴
う
構
造
的
不
況

な
ど
、
本
市
に
与
え
る
影
響
は

非
常
に
大
き
い
。
観
光
分
野
で

は
、
海
外
に
目
を
向
け
る
必
要

が
あ
る
。
ア
ジ
ア
圏
の
富
裕
層

人
口
は
、
日
本
の
総
人
口
と
同

等
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ

を
対
象
と
し
た
観
光
や
短
期
滞

在
、
そ
し
て
異
国
、
異
文
化
と

の
交
流
拡
大
も
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
今

年
度
実
施
さ
れ
た
外
国
人
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
検
証
結
果
と
そ

の
情
報
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
行
く
の
か
を
伺
う
。

　
　
　ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

国
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
県
、
大
学

か
ら
の
情
報
で
は
、
中
国
、
韓

国
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の

参
加
者
に
は
非
常
に
い
い
印
象

を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
と
聞
い

て
い
る
。
市
内
の
祭
り
や
観
光

地
は
外
国
人
に
も
十
分
受
け
入

れ
ら
れ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た

と
感
じ
て
い
る
。
今
後
は
、
瀬

戸
内
芸
術
祭
な
ど
も
見
据
え
、

受
け
入
れ
整
備
を
促
進
し
て
ま

い
り
た
い
。

答
弁

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

命や大切な財産を守る為に、今何をしなければならないのか！

市民フォーラムのご案内

日　時　２月１８日（土）　　午後６時３０分～午後８時３０分
場　所　市民会館中ホール（エレベーターが利用できます）
内　容　第１部　基調講演　高松地方気象台　防災業務課長　見

けんじょう

定 吉
よ し の ぶ

信 氏　「自然災害とは」（仮）
　　　　　　　　　　　　　丸亀市川西地区自主防災会会長　岩

いわさき

崎 正
せいさく

朔 氏　「住民の役割」
　　　　第２部　パネルディスカッション　高松地方気象台、川西地区自主防災会、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防関係者、自主防災会、市民、行政、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会からのパネリストによる討論会
　　　　質疑応答
主　催　観音寺市議会　　問合せ　議会事務局　☎２３－３９１３

テーマ《災害に強いまちづくり》

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
観音寺市職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決（反対１人）

平成２３年度観音寺市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
観音寺市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 原案可決

教育委員会委員の任命について 同　　意

公平委員会委員の選任について 〃

固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃

人権擁護委員の候補者の推薦について 〃

市道路線の認定及び変更について 原案可決

観音寺市公共下水道観音寺第１ポンプ場（災害復旧）の建設工事委託に関する協定の締結について 同　　意

工事請負契約の変更契約の締結について 〃

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の一
部変更について 原案可決

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について 〃

平成２３年度観音寺市一般会計補正予算（第４号） 〃

平成２３年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２３年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２３年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２３年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 〃

観音寺市税条例の一部改正について 〃

※請願
ＪＲ三島・貨物会社に係る税制特例の恒久化等の請願 継続審査

※陳情
陳情書 採　　択

公財政支出による教育費の充実を求める意見書採択に関する陳情 継続審査

障害者総合福祉法に福祉部会の提言を盛り込むことを求める意見書採択についての陳情書 採　　択

※議提議案
観音寺市議会議員定数条例の一部改正について 原案可決（反対９人）

観音寺市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 原案否決（賛成４人）

※意見書
障害者総合福祉法（仮称）に福祉部会の提言を盛り込むことを求める意見書　 原案可決

●第４回（１１月）臨時

●第５回（１２月）定例会
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　香川県エルピーガス協会三豊支部と市の間で、地震や風
水害などの災害発生時に市が指定する避難所へエルピーガ
ス等を速やかに供給するという協定（県内初）の調印式が
行われました。「有事の際にはライフライン回復のために
協力します」と話す藤田三豊支部長に、白川市長は感謝の
言葉を述べました。

　女子第２３回全国高等学校駅伝競走大会に出場する観
音寺中央高等学校の激励会がありました。秋から本格
的に練習を始め、県予選会で初優勝。「チーム全員力
を合わせて、一つでも上の順位を目指したい」「次のラ
ンナーにつなげる走りをしたい」と選手らはあこがれ
の大会に向けて決意を語りました。

　姉妹都市北海道真狩村を広く知ってもらおうと、観
音寺中央高等学校商業系列の生徒が商店街で真狩村フ
ェアを開催し、産地直送の野菜などを販売しました。
昨年を参考にし、仕入れも生徒が担当。商品説明やレ
ジ打ちに悪戦苦闘でしたが、お客さんや他の商店との
触れ合いなどを通じ、多くのことを感じたようでした。

チーム全員で走り抜きます 販売は大変だけど、貴重な経験

　子どもと地域の人との交流をテーマに教室を開催し
ているちゃれんじキッズスクールで、今回は地元の魚
を使った料理教室がありました。食改や漁連、家族の
人と協力しながら、みんないろいろな作業に挑戦。タ
マネギで涙が出たり、初めて触る魚にドキドキしなが
らも「お料理楽しい」と声をそろえていました。

　高室小学校６年生３７人が、地区内の一人暮らしの高
齢者などにおせち料理を配りました。朝早くから地区
社協ボランティアの会員が心を込めて作った料理を、
各地区に分かれて家まで届ける活動で、２１年前から続
いている行事です。子どもたちが手渡すと、一足早い
おせち料理をうれしそうに受け取っていました。

みんなで協力して作った料理 みんながとても喜んでくれたよ17
12

1215

21
12

災害に備えて協定を結ぶ4
1

12 16~18
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　観音寺中学校のグラウンドをスタートし、曲がりく
ねった松林や、足が思うように進まない砂浜、アップ
ダウンがある道などを懸命に駆け抜けた有明クロスカ
ントリー大会。小学５・６年生や壮年、ファミリーな
ど１２部門に分かれ、市内外からの多数の参加者が息を
切らしながらゴールを目指しました。

一歩一歩、懸命に走った苦しい道のり

　市立総合体育館で、スポーツ少年団１６チームの１８８
人が参加したドッヂビー大会。ソフトボールや少林寺
拳法など普段は異なる競技を楽しむ子どもたちが、交
流を深めようと、この日はみんなでドッヂビーに挑戦。
ディスクの動きをしっかり目で追い、声をかけ合いな
がら見事なチームワークを見せてくれました。

まちのために活動する消防団

　文化庁の文化芸術体験事業の巡回公演として大阪フ
ィルハーモニー交響楽団が柞田小学校にやってきまし
た。子どもたちは、７０人近くの楽団員によるオーケス
トラ演奏の素晴らしい音色と迫力に魅了されていまし
た。また、指揮者体験・打楽器体験などをし、とても
楽しく貴重な時間を過ごしました。

大阪フィルがやってきた

真狩村から届いた児童の作品展
　市役所１階ロビーに、姉妹都市北海道真狩村の小学
生が描いた村の風景や人物などの絵画が展示され、訪
れた人たちの目を楽しませています。子どもたちの作
品を通じての交流は昨年から始まり、今年で２回目。
真狩村では観音寺南・観音寺東・高室・伊吹小学校の
児童の作品が展示される予定です。

　豊田幼稚園の園児たちが、地元の石井さんの指導で、
うどん作りに挑戦。コシがあるおいしいうどんを作ろ
うと、かわいい足で一生懸命にうどん生地を踏みまし
た。出来上がった生地を薄く延ばして折りたたみ、軽
妙に切っていく様子に、園児からは歓声が上がってい
ました。　　　　　（まちかど特派員　久保田由美子）

1
12

チームワークを発揮して、目指せ優勝1
9

1
8

1
8

　私たちの安心と安全のため、日ごろから訓練を重ね
ている市内２２分団の消防団出初式が、市総合運動公園
でありました。市長からは、長年の活動や活躍などに
感謝と激励の言葉。団員一人ひとりがことし一年のま
ちの安全を願いながら消防操法や竹ばしご操法などを
披露すると、会場全体が緊張感に包まれました。

1
12 手打ちうどん作りに挑戦

1 10~19
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　好
き
な
こ
と
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
と
縫
い
物
。
明
る
い
性
格
の

宮
武
勝
恵
さ
ん
は
、
大
正
１１
年

生
ま
れ
の
８９
歳
で
す
。

　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
経
験
は
約

２０
年
に
な
り
、
天
気
が
良
い
日

は
毎
朝
、
自
転
車
で
練
習
に
行

き
ま
す
。
１
時
間
半
の
練
習
の

後
は
、
友
人
と
の
お
話
し
会
を

１
時
間
、
ど
ち
ら
も
毎
日
の
楽

し
み
で
す
。
試
合
に
出
場
す
る

こ
と
も
あ
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
高
得
点
を
目
指
し
ま
す
。

　自
宅
の
玄
関
に
は
、
勝
恵
さ

ん
手
作
り
の
色
と
り
ど
り
の
つ

る
し
飾
り
が
あ
り
ま
す
。
季
節

に
合
わ
せ
た
た
く
さ
ん
の
飾
り

が
、
見
る
人
の
心
を
和
や
か
に

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

数
年
前
か
ら
近
く
の
お
寺
で
の

お
遍
路
さ
ん
へ
の
接
待
で
渡
す

袋
な
ど
を
、
心
を
込
め
て
毎
日

少
し
ず
つ
縫
っ
て
い
ま
す
。

　風
邪
を
あ
ま
り
ひ
か
な
い
と

い
う
勝
恵
さ
ん
の
健
康
の
秘
け

つ
は
、
適
度
な
運
動
と
早
寝
早

起
き
、
好
き
嫌
い
の
な
い
食
生

活
。
甘
い
も
の
を
控
え
間
食
を

減
ら
す
こ
と
で
、
家
族
が
作
っ

て
く
れ
た
ご
飯
を
お
い
し
く
、

し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
そ
う
で
す
。

　老
人
ク
ラ
ブ
や
ふ
れ
あ
い
い

き
い
き
サ
ロ
ン
、
公
民
館
活
動

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
に
積
極
的

に
出
か
け
、
人
と
の
交
流
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
何
事
に
も

ま
っ
す
ぐ
取
り
組
み
、
公
民
館

活
動
で
は
皆
勤
賞
を
何
度
も
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
。
今

後
も
興
味
が
わ
く
こ
と
が
あ
れ

ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
、
頼
も
し
い
言
葉
を
聞
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　健
康
で
元
気
な
お
年
寄
り
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

　秘
書
課

　
　
　☎

２３

−

３
９
１
５

い
つ
ま
で
も
現
役
宮
武　
勝
恵
さ
ん（
本
大
町
）

　
　
　
　い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

入江健
けん

太
た

郎
ろう

ちゃん

父 和幸さん　　母 純子さん
（出作町）

 

 

高 橋 周
しゅう

作
さく

ちゃん

父 範行さん　　母 桂子さん
（出作町）

森 岡 愛
あ ゆ

結ちゃん

父 直哉さん　　母 理絵さん
（柞田町）

 
 

横 内 渉
あゆ

人
と

ちゃん

父 健一さん　　母 円香さん
（豊浜町箕浦）

井 上 優
ゆ な

那ちゃん

母 亜玖里さん
（茂木町２丁目）

満１歳の子どもを募集
　２月１日から２月29日まで５月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成 23 年２月生まれ
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み
ん
な
の
輪

　
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
音
楽
も
踊
り
も
大
好
き

　観
音
寺
東
公
民
館
で
月
に
２

回
、
ス
カ
ー
ト
を
軽
や
か
に
揺

ら
し
な
が
ら
踊
っ
て
い
る
の
は

フ
ラ
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
。
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
教
室
に
通
っ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
、
さ
ら
に
自
主

的
に
練
習
し
よ
う
と
公
民
館
に

集
ま
り
ま
す
。
練
習
風
景
は
、

笑
顔
の
中
に
も
厳
し
さ
を
忘
れ

ず
、
み
ん
な
で
動
作
を
確
認
し

合
い
ま
す
。
指
導
者
は
い
ま
せ

ん
が
、
お
互
い
に
教
え
励
ま
し

合
う
中
で
、
信
頼
感
や
団
結
力

が
深
ま
り
ま
し
た
。

　フ
ラ
ダ
ン
ス
は
ま
ず
ス
テ
ッ

プ
の
形
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
腰
を
振
る
の
で
は

な
く
、
重
心
の
移
動
に
よ
っ
て

腰
が
自
然
と
つ
い
て
き
ま
す
。

ま
た
、
手
の
動
き
に
は
大
切
な

意
味
が
あ
り
、
手
話
み
た
い
で

す
よ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

愛
を
表
現
し
た
り
自
然
を
た
た

え
た
り
す
る
現
代
フ
ラ
、
心
を

込
め
て
踊
り
ま
す
。

　ほ
か
に
も
魅
力
は
た
く
さ
ん
。

音
楽
や
踊
り
は
、
踊
っ
て
い
る

人
だ
け
で
な
く
見
る
人
に
も
癒

や
し
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
日
本

の
曲
に
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
、

楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
。
衣
装

も
、
気
分
を
明
る
く
伸
び
や
か

に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　フ
ラ
ダ
ン
ス
を
見
て
「
良
か

っ
た
ぁ
～
」「
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た

よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
」
と
喜

ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
、

そ
し
て
何
よ
り
、
み
ん
な
で
の

練
習
が
と
て
も
楽
し
い
か
ら
と
、

笑
顔
と
優
し
い
心
で
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こんにゃくの白あえ
　　　（４人分）

こんにゃく…１枚（２００ｇ）、豆腐…１／２丁（２００ｇ）、

白みそ…大さじ２、白ゴマ…大さじ２、砂糖…大さ

じ１と１／２、塩…少々、しょうゆ…１、２滴

❶こんにゃくは水で洗ってゆで、６～７ミリの薄い

短冊に切り、水大さじ２、しょうゆ・みりん各小

さじ２で水気がなくなるぐらいまで下煮しておく。

❷豆腐は沸騰した湯の中でゆでて、ふきんにとって

絞る。

❸ゴマはすり鉢でよくする。そこへ②の豆腐を加え

てすり混ぜ、さらに白みそと砂糖、塩を混ぜ合わ

せ、①のこんにゃくを加えてあえる。最後にしょ

うゆで味を整える。

○すり鉢を使用しない場合は豆腐と調味料を混ぜた

ところに、こんにゃくを加えてあえる。

○材料には、こんにゃくのほかにホウレンソウやニ

ンジンなどを加える家庭もあります。彩りや栄養

バランスがよくなります。

材　料

作り方

　西讃に伝わる
　　　　節分の行事と食べ物

　イワシの頭にヒイラギを刺して玄関に飾ります。

イワシの生臭みやヒイラギのとげで悪い鬼（災い）

を追い払い、楽しいことが家の内に来て、悪いこ

とが外へ出ていくようにという地域に伝わる習わ

しです。食べ物にもそれぞれ意味があります。

麦ごはん………おなかの調子を整える

イワシ…………鬼を追い払う

こんにゃく……おなかの砂（鬼）を出す

いった大豆……年の数だけ食べて体を丈夫に

　　　　　　　する

　このような地域の文化は、子どもたちに伝え継

いでいきたいものです。

食育コーナー 学校給食課　☎５７－６６６０
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入
札
指
名
人
名
簿
に
登
載
時

か
ら
平
成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で

　総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

　多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
３
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
有
明
町
・
琴
弾
公
園
内
）

５
人
（
先
着
順
）

２
月
２０
日
（
月
）
ま
で

（
電
話
予
約
が
必
要
）

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　軽
自
動
車
税
は
、
登
録
を
抹

消
し
な
い
限
り
毎
年
課
税
さ
れ

ま
す
。
車
検
切
れ
な
ど
で
車
に

乗
っ
て
い
な
い
場
合
も
同
じ
で
、

平
成
２４
年
度
軽
自
動
車
税
は
、

平
成
２４
年
４
月
１
日
時
点
で
車

を
所
有
し
て
い
る
人
が
納
め
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　所
有
者
が
市
外
へ
転
出
し
た

り
死
亡
し
た
り
し
た
と
き
は
、

　異
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
観
音
寺
市

国
際
交
流
協
会
主
催
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
香
川
県
国

際
交
流
員
が
、
自
国
の
文
化
や

伝
統
、
習
慣
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

２
月
１８
日
（
土
）

午
後
６
時
３０
分
～
午
後
８
時

香
川
ア
ロ
ー
事
務
所
２
階
会

議
室

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ッ
ケ

ー
ブ
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）

英
語
が
苦
手
な
方
で
も
わ
か

る
ト
ー
ク

無
料　秘

書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
５

①
Ⅰ
タ
ー
ン
者

　
　
　
　住
宅
新
築
等
助
成
金

○

本
人
お
よ
び
世
帯
員
全
員
が
、

初
め
て
本
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
に
登
録
さ
れ
る
人

　

○

平
成
２３
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で
の
期

間
に
住
宅
建
築
に
係
る
工
事

を
契
約
し
、
住
宅
建
築
に
係

る
工
事
契
約
後
か
ら
平
成
２７

年
１
月
１
日
ま
で
に
新
た
に

転
入
し
て
居
住
す
る
人
、
ま

た
は
平
成
２３
年
４
月
１
日
以

後
に
住
宅
を
購
入
し
、
平
成

２６
年
３
月
３１
日
ま
で
に
新
た

に
転
入
し
て
居
住
す
る
人

居
住
す
る
こ
と
を
目
的
に
新

た
に
住
宅
を
建
築
ま
た
は
購

入
す
る
た
め
の
経
費
の
５
％

に
相
当
す
る
金
額
。
た
だ
し
、

土
地
購
入
に
係
る
経
費
は
除

く
。（
上
限
５０
万
円
）

②
住
宅
あ
っ
せ
ん
等
助
成
金

○

①
の
対
象
者
に
対
し
、
住
宅

ま
た
は
住
宅
建
築
の
た
め
に

取
得
す
る
宅
地
を
売
却
ま
た

は
媒
介
し
た
、
宅
地
建
物
取

引
業
法
（
昭
和
２７
年
法
律
第

１
７
６
号
）
第
３
条
第
１
項

の
免
許
を
受
け
て
宅
地
建
物

取
引
業
を
営
む
も
の

１
件
に
つ
き
５
万
円

（
対
象
者
１
人
に
つ
き
年
間

１０
件
が
上
限
）

　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

　平
成
２４
・
２５
年
度
に
市
が
発

注
す
る
物
品
買
い
入
れ
等
の
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.city

.k
a
n
o
n
ji.

k
a
g
a
w

a
.jp

/

「
事
業
者
の
方
へ
→
入
札
・
契

約
（
物
品
等
）
→
物
品
等
の
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
平
成

２４･

２５
年
度
）」

　２
月
１
日（
水
）～
２９
日（
水
）

　（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

早
め
に
住
所
・
名
義
変
更
や
廃

車
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
課
収
納
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
９
２

大
野
原
支
所
市
民
係

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
０

豊
浜
支
所
市
民
係

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
０

伊
吹
支
所
市
民
係

　
　
　
　☎

２９

−

２
１
１
１

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

定
住
促
進
住
宅
取
得
等

　
　
　
助
成
金
の
申
請

物
品
買
い
入
れ
等
の
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

弁
護
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

　
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー

変
更
手
続
き
の
お
願
い

軽
自
動
車
所
有
者
の
住
所
・

　
　
　
　
名
義
変
更
や
廃
車

対
象
者

対
象
者

助
成
金
額

助
成
金
額

資
格
有
効
期
間

手続先
転出した場合 死亡した場合

原動機付自転車
（１２５ｃｃ以下のバイク）

転出先の市区町村 市納税課または各支所

小型特殊自動車
（トラクター・コンバインなど）

市納税課または各支所

軽自動車
転出先の
軽自動車検査協会

軽自動車検査協会
香川主管事務所
☎０８７－８７０－６６７６

自動二輪
（１２５ｃｃを超えるバイク）

転出先の運輸支局
四国運輸局香川運輸支局
登録関係ヘルプデスク
☎０５０－５５４０－２０７５

自宅に広報かんおんじは
　　　　　届きましたか？

四国新聞販売（株）
　０１２０−４９４４５９

　広報かんおんじが「家に届いていな
い」「空き家になり配布不要」などの場
合は、下記に連絡してください。
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　監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
７

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

４
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
期
監

査
を
実
施
し
た
の
で
、
同
条
第

９
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
２３
年
１２
月
９
日

　監
査
委
員

　
　佐
伯

　文
男

　監
査
委
員

　
　高
橋

　照
雄

監
査
期
間

　平
成
２３
年
１０
月
３１
日
か
ら

　
　平
成
２３
年
１１
月
１１
日
ま
で

監
査
対
象

市
民
部
、
健
康
福
祉
部
、
経

済
部
、
建
設
部
、
教
育
部

監
査
の
留
意
点

　財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

が
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適

正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
重
点
を
置
き
、
行
政
監

査
的
な
観
点
か
ら
も
実
施
し
ま

し
た
。

監
査
の
結
果

　予
算
の
執
行
な
ら
び
に
事
務

処
理
は
、
関
係
法
令
等
に
準
拠

し
て
お
り
、
お
お
む
ね
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
厳

正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
留
意

さ
れ
る
と
と
も
に
、
監
査
の
結

果
に
よ
る
意
見
等
を
付
し
、
検

討
を
さ
れ
た
い
旨
要
望
し
ま
し
た
。

２
月
１
日
（
水
）
～
３
月
１
日
（
木
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

Ｊ
Ａ
香
川
県
三
豊
畜
産
振
興

セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
香
川
豊
南

営
農
セ
ン
タ
ー

た
い
肥
散
布
後
は
速
や
か
に

耕
起
す
る
な
ど
し
て
、
周
辺

環
境
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
１

　市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
宝
く
じ
の
助
成
を

受
け
、
東
町
自
治
会
が
空
調
設

備
を
２
台
、
山
田
自
治
会
が
長

胴
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

団
体
へ
助
成
を
行
う
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
健
全

な
発
展
を
図
り
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　市
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生

徒
の
作
品
４５
点
を
展
示
し
ま
す
。

２
月
２９
日
（
水
）
～
３
月
６
日

（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
３
月
６
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

共
同
福
祉
施
設
展
示
ホ
ー
ル

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
５

　た
い
肥
生
産
者
か
ら
、
完
熟

牛
ふ
ん
た
い
肥
や
バ
ー
ク
た
い

肥
、
も
み
殻
た
い
肥
を
購
入
し
、

観
音
寺
市
有
機
農
産
物
生
産
振

興
対
策
事
業
補
助
金
の
交
付
を

受
け
る
耕
種
農
家
の
人
は
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
期
間

　平
成
２３
年
３
月
１
日
～

　
　
　
　平
成
２４
年
２
月
２９
日

農
林
水
産
課
、
大
野
原
・
豊

浜
支
所
業
務
係
、
Ｊ
Ａ
香
川

県
三
豊
畜
産
振
興
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
香
川
豊
南
営
農
セ
ン
タ
ー

申
請
書
配
布
場
所

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
ま
し
た

定
期
監
査
の
結
果

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
展

有
機
農
産
物
生
産
振
興

対
策
事
業
補
助
金
の
申
請

▲東町自治会

▲山田自治会

エコキャップ回収でワクチンを贈ろう
生活環境課　☎２５−２６９８

　市では、２月からペットボトルのキャップ回収

ボックスを設置し、エコキャップ運動を推進しま

す。多くの皆さんの協力をお願いします。

回収ボックス設置場所

観音寺市中央公民館

観音寺東公民館

観音寺南公民館

観音寺西公民館

高室公民館

常磐公民館

柞田公民館

木之郷公民館

豊田公民館

粟井公民館

一ノ谷公民館

伊吹公民館

大野原中央公民館

　（大野原支所内）

豊浜中央公民館

エコキャップ運動
ペットボトルのキャップを
回収して、それを売ったお
金で開発途上国にワクチン
を贈る運動
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腎
臓
病
教
室

腎
臓
病
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
／
社

会
福
祉
制
度
／
腎
不
全
の
治
療
法

２
月
１６
日
（
木
）

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

夜
間
糖
尿
病
教
室

糖
尿
病
と
と
も
に
歩
む
～
糖
尿

病
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
よ

う
～
〈
ま
っ
ぷ
〉
使
用

２
月
９
日
（
木
）

午
後
６
時
～
午
後
７
時

定
員
１０
人

男
性
の
調
理
実
習

バ
イ
キ
ン
グ
～
選
ん
で
作
っ
て

食
べ
よ
う
～

２
月
１
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
零
時
３０
分

簡
単
な
調
理
・
試
食
会

実
費
６
０
０
円

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

２
月
１９
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら

市
立
総
合
体
育
館

　５
月
か
ら
９
月
末
ま
で
の
予

定
で
、
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま

す
。
参
加
チ
ー
ム
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。

　２
月
１３
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　３
月
２
日
（
金
）

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

20

　近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
で
「
食
」

の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
食
」
や
「
料
理
」
に
興
味

が
あ
る
男
性
の
方
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

各
教
室
３０
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

１
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

各
教
室
３
日
前
ま
で

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３
−

３
９
６
４

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　安
全
な
輸
血
を
行
う
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

転
ば
な
い
体
づ
く
り
①

２
月
３
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
４
時

市
役
所
ロ
ビ
ー

観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

２
月
１６
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
１
時

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

大
野
原
地
区
献
血
推
進
協
議
会

２
月
１０
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

健
康
講
座
＝
骨
折
を
防
い
で

寝
た
き
り
予
防
／
骨
粗
し
ょ

う
症
の
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク

（
骨
量
測
定
無
料
）

２
月
２４
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

調
理
実
習
＝
い
つ
も
の
食
事

に
一
工
夫
、
コ
ツ
コ
ツ
貯
め

よ
う
カ
ル
シ
ウ
ム

実
費
６
０
０
円

２
月
３
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

豊
浜
福
祉
会
館

２
月
６
日
（
月
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

２
月
１０
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

保
健
セ
ン
タ
ー

小
学
生
以
上

個
人
の
部

前
と
び
、
後
ろ
と
び
、
交
差

と
び
、
二
重
と
び

団
体
の
部

長
な
わ
と
び
（
１２
人
以
上
）

８
の
字
と
び
（
１２
～
１５
人
）

な
わ
と
び
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
な
ど

２
月
３
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

　利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

開
放
施
設

　観
音
寺
中
学
校
運
動
場

利
用
可
能
校
区

観
音
寺
南
小
学
校
と
観
音
寺

東
小
学
校
区
内

利
用
種
目

　ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー

開
放
期
間

　４
月
～
平
成
２５
年
３
月

　午
後
７
時
～
午
後
１０
時

　２
月
１３
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　３
月
２
日
（
金
）

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

男
性
料
理
教
室

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

平
成
２４
年
度
観
音
寺
中
学
校

　
　
夜
間
照
明
施
設
の
開
放

参
加
者
募
集 

健
康
づ
く
り

　
　
　
　
「
な
わ
と
び
大
会
」

登
録
チ
ー
ム
募
集

平
成
２４
年
度
観
中
ナ
イ
タ
ー

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

ス ポ ー ツ 行 事
月　　日 行　　　　　事

２／１１・１２
第３１回香川室内跳躍競技会
８：３０～／市立総合体育館

２５・２６
第１７回四国ブロックバウンドテニス選手権大会
１０：００～／市立総合体育館

３／３・４
市長杯西日本小学生サッカー大会
９：００～／総合運動公園

４

四国４県対抗柔道大会
９：００～／県立三豊体育館
第１５回ＯＨＫ香川県小学生バレーボール新人大会
８：３０～／市立総合体育館
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　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２

２
月
８
日
（
水
）

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

家
族
の
接
し
方
／
交
流
会
と

情
報
交
換

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

病
院
臨
床
心
理
士

初
回
は
、
事
前
予
約
が
必
要

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

２
月
１６
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

観
音
寺
公
共
職
業
安
定
所

県
看
護
協
会
職
員
に
よ
る
就

業
相
談
と
無
料
職
業
あ
っ
せ

ん
、
進
学
相
談

看
護
職
で
就
職
先
を
探
し
て

い
る
人
、
看
護
職
員
を
雇
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
施
設

香
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
６
４

−

９
０
７
５

２
月
１５
日
（
水
）
～
１７
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

２
月
１４
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
、
就
農
５
年
以
内
の
農

業
者　香

川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

　視
覚
障
が
い
者
や
目
に
不
自

由
さ
を
感
じ
て
い
る
人
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　２
月
２４
日
（
金
）

　午
前
１０
時
～
正
午

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
身
障

者
会
議
室

福
祉
制
度
の
説
明
や
生
活
訓

練
の
紹
介
と
実
施
、
視
覚
障

が
い
者
向
け
の
便
利
グ
ッ
ズ

の
紹
介
な
ど
を
行
い
、
日
常

生
活
で
の
工
夫
の
提
案
を
行
う

視
覚
障
が
い
者
や
目
に
不
自

由
さ
を
感
じ
て
い
る
人
、
そ

の
家
族
、
関
係
者

香
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
１
２

−

５
５
６
３

　イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作

物
被
害
対
策
に
は
、
地
域
で
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
月
９
日
（
金
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
４
時

香
川
県
農
協
豊
中
本
山
支
店

２
階
ホ
ー
ル

講
演

「
獣
害
対
策
は
地
域
づ
く
り
」

　愛
媛
大
学
農
学
部
准
教
授

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
対
策

に
関
心
が
あ
る
農
業
者
等

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

　四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局

　年
度
末
（
３
月
末
）
は
窓
口

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
自
動
車

の
検
査
や
廃
車
、
名
義
変
更
な

ど
は
、
分
か
っ
た
時
点
で
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
関
係

☎
０
８
７

−

８
８
２

−

１
３
５
５

登
録
関
係

☎
０
５
０

−

５
５
４
０

−

２
０
７
５

自
動
車
税
関
係

☎
０
８
７

−

８
８
１

−

３
８
５
８

軽
自
動
車
関
係

☎
０
８
７

−

８
７
０

−

６
６
７
６

　石
綿
に
よ
る
疾
病
で
亡
く
な

っ
た
労
働
者
の
遺
族
に
支
給
さ

れ
る
「
特
別
遺
族
給
付
金
」
の

請
求
期
限
は
、
法
改
正
に
よ
り

平
成
３４
年
３
月
２７
日
ま
で
に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
石
綿
に
よ
る
疾
病
で

療
養
や
休
業
を
必
要
と
す
る
労

働
者
へ
の
補
償
制
度
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　香
川
労
働
局
労
災
補
償
課

　☎
０
８
７

−

８
１
１

−

８
９
２
１
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自
衛
官
採
用
試
験

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

統
合
失
調
症
の
家
族
教
室

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
・

　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談

（
看
護
職
の
求
人
・
求
職
巡
回
相
談
）

就
農
相
談
窓
口

視
覚
障
が
い
者
の
生
活
相
談
会

地
域
で
取
り
組
む

野
生
獣
被
害
対
策
研
修
会

年
度
末
繁
忙
期
の
自
動
車
の

　
検
査
と
登
録
手
続
き
な
ど

石
綿
関
連
疾
患
の

　
　
　
労
災
補
償
制
度

予
備
自
衛
官
補

１８
歳
以
上
３４
歳
未
満

４
月
４
日
（
水
）
ま
で

一
般
・
技
術
幹
部
補
生

２０
歳
以
上
２８
歳
未
満

２
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　４
月
２７
日
（
金
）

医
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

２０
歳
以
上
３０
歳
未
満

２
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　４
月
２７
日
（
金
）

２
月
５
日（
日
）

大
野
原
小
学
校

２
月
１２
日（
日
）

萩
原
小
学
校
／
豊
浜
中
学
校 

２
月
２１
日（
火
）

伊
吹
小
・
中
学
校

資
源
回
収
予
定

種　類 平成２２年 平成２３年 増　減

可燃ごみ 981.80 1,025.44 43.64

新　　聞 38.49 37.82 △ 0.67

雑誌・ざつ紙 39.45 37.03 △ 2.42

段ボール 24.77 23.25 △ 1.52

（単位：トン）ごみの収集状況（１２月）
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弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
な
ど

３
０
０
円
（
損
害
保
険
料
を

含
む
）（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

小
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護

者
同
伴

当
日
に
受
け
付
け

香
川
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

☎
０
８
７

−

８
１
３

−

２
８
３
３

　独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
や

交
流
の
場
を
提
供
し
、
未
来
の

親
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、

観
音
寺
商
工
会
議
所
と
観
音
寺

市
大
豊
商
工
会
の
連
携
に
よ
る

婚
活
事
業
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
集

い
～
お
い
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
～
」

が
１２
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　抽

選
に
よ
り
選
ば
れ
た
男
女

各
５０
名
が
、
ケ
ー
キ
作
り
や
食

事
な
ど
を
し
て
交
流
し
、
１０
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
後
の
進
展
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　行
政
相
談
委
員
制
度
の
意
義

や
役
割
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

行
政
相
談
改
善
事
例
の
パ
ネ
ル

展
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
１７
日
（
金
）
～
２４
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
２４
日
（
金
）
は
午
後
３
時
ま
で
）

共
同
福
祉
施
設
展
示
ホ
ー
ル

総
務
省
四
国
行
政
評
価
支
局

行
政
相
談
課

☎
０
８
７

−

８
３
１

−

３
１
０
３

３
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
～

中
央
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

一
夜
庵
保
存
会
事
務
局

　
　
　
　☎

２５

−

２
６
７
２

３
月
１８
日
（
日
）（
雨
天
決
行
）

午
前
８
時
受
付
開
始
、
午
前

９
時
出
発
式

市
役
所
集
合

市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
地
点
と
す
る
５
㎞
、
１０
㎞
、

１７
㎞
の
３
コ
ー
ス

図書館だよりLibrary News
休館日　　中央図書館　　６・13・20・21・22・27日
　　　　　大野原図書館　６・13・14・20・27日
　　　　　豊浜図書館　　６・７・13・20・27日

　中央図書館は21日（火）・22日（水）、大野原図書館は14日（火）、
　豊浜図書館は７日（火）を資料整理のため休館します（　  　　　　　　　　　　　　　　）

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

大野原図書館行事予定
★おはなし会
★古典文学講座

11日（祝）　午後２時～午後３時
18日（土）　午前９時30分～午前11時30分

冬を楽しく乗り切る あったか特集

紙芝居がたくさん入りました

４日（土）　午後１時30分～午後２時10分
25日（土）　午後１時30分～午後２時10分
17日（金）　午後１時30分～
　　　　　有吉佐和子著　青い壷（文春文庫）

★おはなし会

★つぼみ愛書会２月例会

中央図書館行事予定

今月の人口
（１月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

63,515 

30,602 

32,913 

23,538 

相
談
事
例

　「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
キ
ッ
チ
ン

タ
オ
ル
が
３０
円
」
の
チ
ラ
シ
を

見
て
会
場
に
行
っ
た
が
、
実
は

高
額
な
健
康
食
品
や
布
団
の
販

売
だ
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法
の
手
口

は
、
声
か
け
や
チ
ラ
シ
で
人
を

集
め
、
閉
め
切
っ
た
場
所
で
日

用
品
を
配
る
な
ど
し
て
場
を
盛

り
上
げ
「
も
ら
わ
な
き
ゃ
損
」

「
買
わ
な
き
ゃ
損
」
と
購
買
意

欲
を
高
め
て
い
き
、
最
後
に
高

額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
も
の

で
す
。

　雰
囲
気
に
の
ま
れ
ず
、
冷
静

に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
契

約
し
た
場
合
は
、
８
日
以
内
な

ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件

解
約
）
が
可
能
で
す
。

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２５

−

５
１
３
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

寒さ対策に役立ててください

読み聞かせなどに利用してください

豊浜図書館行事予定
４日（土）　午後１時30分～午後２時30分　
　　　　　ブンブンゴマをつくってあそぼう！ 
18日（土）　午後１時30分～午後２時
　　　　　紙芝居「だいくとおにろく」　ほか

★工作教室

★おはなし会

交
流
定
住
促
進
事
業

１０
組
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
！

催
眠（
Ｓ
Ｆ
）商
法
に
注
意
！

行
政
相
談
委
員
制
度

５０
周
年
記
念
パ
ネ
ル
展

第
２２
回
一
夜
庵
俳
句
大
会

香
川
県
１７
ウ
オ
ー
ク

　
　
　
観
音
寺
市
大
会
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　８日（水）・２２日（水）午前

１０時〜正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　 １０日（金）午前１０時〜午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　９日（木）午前

　１０時〜午後３時 　大野原いきいきセンター／豊浜 １４

日（火）午前１０時〜午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　１５日（水）午前１０時〜午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日
を除く毎日午前８時３０分〜午後４時　社会福祉センタ
ー家庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分〜正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　 　８日（水）午後１時３０分〜午後
５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相
談員が相談に乗る　要予約

行政相談　☎２３−３９１５　 　１７日（金）午後１時３０分〜午後
４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日
午前９時〜午前１１時３０分、午後１時〜午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　１４日（火）・
２８日（火）午前１０時〜午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　　２日（木）・１６日（木）
午前１０時〜正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２
−１２１２　７日（火）・２１日（火）午前１０時〜正午　豊浜福
祉会館老人娯楽室

ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律
相談日を除く毎日午後１時〜午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　　　２日（木）・１６日（木）午前
１０時〜正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　 ２日（木）午前１０時〜正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　
　１日（水）午前９時３０分〜午後５時 　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳〜おおむね３９歳
の人とその家族　無料

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を
除く毎日午前９時〜午後４時　市社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を
除く毎日午前８時３０分〜午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１２日（日）午前１０時〜午
後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約

時
所 講

時
所 時

所 時
所

時
所 講

申

時
所

時
所

時
所 講

時
所

時

所
数 時

所
講

時
所

時 所

時
所

時
所

時 所
内 対
料

時

時
所

所
時

所
受 

講

時 所

し
て
い
る
時
は
、
た
き
火
や

火
入
れ
を
し
な
い

○

火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け

る
○

た
き
火
の
場
所
か
ら
離
れ
る

時
は
、
完
全
に
消
火
す
る

○

火
遊
び
は
し
な
い

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

12
31

火
災

救
急

２
、７
７
６
件

28
件

　

　　
火
災

救
急

香典返し

吉田　正道＝

山本　明彦＝

長井　真一＝

石川　信雄＝

合田　　勝＝

多田　　宏＝

八幡町三丁目

村 黒 町

豊浜町姫浜

豊浜町箕浦

豊浜町姫浜

新居浜市

三野タカヱ＝

岸　　七重＝

安藤　勝久＝

大野原町萩原

観音寺町

粟 井 町

　毎
年
２
月
と
３
月
は
地
域
に

よ
っ
て
火
入
れ
な
ど
が
始
ま
る

時
期
で
、
乾
燥
注
意
報
や
強
風

注
意
報
が
た
び
た
び
発
令
さ
れ

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　山
火
事
の
怖
さ
は
、
火
の
粉

が
飛
散
し
同
時
多
発
的
に
着
火

延
焼
す
る
こ
と
や
延
焼
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
こ
と
、
消
火
活
動
が

困
難
な
こ
と
で
す
。
山
火
事
は
、

大
規
模
な
火
災
に
発
展
し
て
地

域
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
の
で
、
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

が
最
も
大
切
で
す
。

　次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
火

災
か
ら
緑
の
財
産
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

○

枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
場
所
で

は
、
た
き
火
を
し
な
い

○

風
が
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥

２月の納税・納付

固定資産税・都市計画税　（４期）
後期高齢者医療保険料　　（８期）

納期限　２月２９日（水）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

１２月１日～３１日（敬称略）

山
火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

チャイルドシート寄付

一般寄付
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19

26

2
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23

1
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28
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27

4
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18

25

3
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17

24

２８      ２９     ３/１    ２    ３    ４

１１ 　１２ 　１３　 １４

２

24

月
防府競輪（ＦⅠ）

場外

小松島競輪Ｓ級シリーズ（ＦⅠ）
場外

花月園メモリアル ｉｎ小田原 （ＧⅢ） 
場外

日本選手権競輪　熊本競輪（ＧⅠ）
場外

広島競輪Ｓ級シリーズ（ＦⅠ）
  場外

第11回東西王座戦  高知競輪（ＧⅡ）
場外

高松競輪開設61周年記念（ＧⅢ）
場外

祝

土

久留米競輪開設６２周年記念（ＧⅢ）
場外

日 火月

２

　鑵子塚古墳は、市総合運

動公園内にあり、直径３０ｍ

の円墳の内部には石室全長

９．８ｍの大型横穴式石室が

構築されています。古墳時

代後期のもので、県内でも

屈指の古墳群である母神山

古墳群の代表的な古墳です。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

鑵
かんす

子塚
づか

古墳①（池之尻町）
ー 母神山古墳群 ー

市内の古墳を
紹介します

共福

たしろ医院

かもだ歯科医院

ことひき薬局

ひまわり調剤薬局三豊

南町　　☎25－8413

坂本町　☎23－3020

南町　　☎56－0062

豊浜町　☎52－5100

医

歯

薬

羽崎病院

そうごう薬局観音寺店

ケイ・アイ薬局

栄町　　☎25－3382

栄町　　☎25－6551

豊浜町　☎52－1818

医

薬

クリニック池田

中西歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

快生堂豊浜調剤薬局

パパママ教室

植田町　☎23－1500

高瀬町　☎72－6057

植田町　☎57－6860

豊浜町　☎56－3260

9：00～11：30

医

歯

薬

西山整形外科医院

よしだ歯科クリニック

こまつ薬局古川

ケイ・アイ薬局

古川町　☎25－0107

高屋町　☎25－8773

古川町　☎56－0555

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

富田内科医院

まなべ歯科医院

ふじや薬局

第健調剤薬局

柞田町　☎24－0180

豊中町　☎62－6480

観音寺町（青柳）☎25－2884

豊浜町　☎56－3477

医

歯

薬

あぶあぶひろば

骨密度測定

男性料理教室

あぶあぶひろば

プレママ広場

保

保

保

いき

いき健康栄養相談

骨密度測定

ふれあい広場

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

いき

いき

はつらつ会

健康栄養相談

もぐもぐレッスン

はつらつ会

9:00～11:00

9:30～11:00

10:00～11:30

9:00 ～ 11:00

豊中

ふれ

いき はつらつ会

３歳児健診

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 16:00

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ20 年 7月・8月生まれ）

はつらつ会
9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 13:00

いき

要予約

要予約

要予約

ふれあい広場

１歳６カ月児健診

若返り教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

保

保

保ふれ

ふれ

ふれあい広場

さわやか栄養教室

ふれあい広場

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

9:30 ～ 11:30

ふれ

ふれ

（旧観音寺市 H22 年 7 月生まれ）

ゆう酸素リフレッシュ体操

男性料理教室

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

男性料理教室

骨密度測定

9:00 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

 9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 15:30

いき

いき

ふれ

育児相談

あぶあぶひろば

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

保

あぶあぶひろば

10カ月児相談
10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 14:00

保

（大野原町・豊浜町　
Ｈ 23 年 4 月・5 月生まれ）

いき

いき

ふれあい広場

３歳児健診

若返り教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

ふれ

保
（旧観音寺市 H20 年 7 月生まれ）

市 3

市ロ市ロ

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ

  茶話会

いき

いき

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

（旧観音寺市Ｈ23 年4月生まれ）

保

愛

愛

常

ぴよぴよクラブ

健康相談
9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

いき

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

献血

献血

　　　   １ ３ 　 　 ４ 　 　 ５土金水

７ 　 　 ８ 　 　 ９火 木水

日

１８　 １９　２０　 ２１土 月日 火１５　　   １６　   　１７水 木

木

金

金２３　２４　２５　２６日 日金 土木 火 水

10:00～12:00

13:30～15:00

9:30～13:00

10:00～12:00

10:00～12:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

  茶話会

３カ月児健診

筋力つけんな～教室

いき
9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

(旧観音寺市Ｈ23年11月生まれ）

保

保

豊福

豊福

豊福

豊中医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福

常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

豊浜中央公民館
共同福祉施設軽運動室
市民会館第３会議室
市役所ロビー
常磐総合コミュニティセンター
伊吹公民館

愛育会行事

市 3 運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
火～日曜日（祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福

伊

伊


